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Alice Walkerの TheThird Life of Grange Copelandについて*

一一ステレオタイプからの脱出への模索一一

前川 裕治

A Study of Alice Walker' s The Third L約 01Grange Copeland 

Yuji MAEKAWA 

Abstract 

The Third L約 01Grange ωμland was published by Alice Walker in 1970. This is her 
first novel， in which she tries to verify how black women have been oppressed. In order to do 

this， she makes an ana1ysis of their historia1 roles， which were played by black women but 

which black women were forced to play by the white and men. In addition to this， Alice 

Wa1ker seems to thiI虫出atblack women， in a sense， forced themselves to play世間rhistorical 

roles， too. In this artic1e， these historica1 roles are cal1ed “stereotype." First of a11， in this 

paper， people with this “stereotpe"町e泊位。ducedand ana1yzed. Secondly， possibi1ity of get-

ting out of this “stereo句碑"is discussed. Final1y， how and what Alice Walker thinks to do in 

order to survive in this wor1d is explained. 

1 .はじめに

アメリカに於ける Feminism運動は1960年代前半に始まったとされている。中でも1963年

にBettyFriedanのFeminineA⑪'stiqueが当時の白人の中産階級の悩める女性の姿をよく描

き出していて，いわば，悩める女性の代弁者的役割をしていたといわれている。こう L、う女性

意識の高まりには社会的背景がある。 1960年代にはアメリカではいわゆる公民権運動が盛り上

がりの頂点に達し，黒人とか被抑圧者達の人間性回復が強く主張された時代であり，抑圧の社

会構造や心的構造が解明されていく方向性にあり，人間の中にある主従の関係とか上下の関係，

保守的画一性などの傾向を持つ社会的状況に眼を向けられていった。その中に女性の差別に関

する問題が含まれていったということは不思議な事ではない。特に1974年には公民権法が成立

し，黒人の日常的差別の撤廃が法律的に宣言されたが，その中に女性差別撤廃の条項も含まれ

ていたので、ある。こういう中で「全米女性連盟J( National Organization for Women)が1964年

に結成され Women'sLibの先駆けとなっていった。こう L、う女性が差別されているという意

、.一J由悟叫冶砲h吋 U ‘喝. 
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識は黒人女性達の中にもあった。特に1960年代に盛んになった BlackPower運動の中心的役

割を果たしたブラック・モスリムは男性優位主義で男は戦うもの，女は男に服従するもの，優

しく，家事や育児に専念し，従順なセックスの相手になるべしという考え方を持っていたo 黒

人女性の活動家はこういった女性の差別に対して戦い， Black Feminist運動を展開してい

くO その組織的運動としては1973年に「ブラック・フェミニスト全国組織J(Black Feminist 

Natina1 Organization) が結成され1977年には BlackFeminist宣言が出されることになった。

Alice Walkerはこう L、う流れの中で登場した作家で、ある。彼女の意識の出発は黒人として

疎外されていることに対する反発にあるO 即ち，黒人であるが故に社会の中で差別され，非人

間的な扱いを受けていることに対して戦っていこうとする態度である。更に，今上に述べたよ

うな社会的流れの中で彼女の関心の対象になっていくことは，女性として疎外されていること

に対してであるO 女は男によって造られた“女性像"即ち，女のステレオタイフ。を押し付けら

れていて，その通りに行動することを強いられていると考えるようになってし、く O 即ち，考え

方のパターンとしては，黒人に対する白人の差別が行われるのと同じ意識構造，同じレベルで

もって，女性に対する男性の差別を捉らえようとしていた。

本論で取り上げる TheThird Life 01 Grange Copelandは1970年の出版で，黒人フェミニズ

ム運動が組織される数年前だが，当時の黒人フェミニズム運動の関心の中心を知ることができ

る。本論では，まず黒人女性がどのような“女性像"を押しつけられ，実践していったかが論

じられ，次にそのステレオタイフ。から脱出する事は出来るのかについて論じるD 最後に Ruth

を中心にこう L、う差別や疎外社会の中で生き残って行くにはどうあるべきだと作者 Wa1kerは

考えているのかについて考察してみる。

11.男と女のステレオタイプ

Richard W rightは UncleTom' s Childrenの最初のところで次の様に言っている。

The post Civil War household word among-“He' s an Unc1e Tom!" -which denoted 

reluctant toleration for the crying type who knew his place before white folk， has been 

supplanted by a new word from another generation which says-“Unc1e Tom is dead!" 

(Wright 1938) 

Richard W rightはこの短編集により，旧来の白人に追従する，従順な黒人男性像を否定し，

戦う黒人男性像を前面に押し出していった。それが黒人抗議文学の象徴的な始まりであったこ

とはよく知られている。ライトはこの短編集の中で，まず戦う黒人像の基礎を築き，Native 



Alice Walkerの TheThird L約 01Grange Copelandにっし、て -171ー

Sonに至りその戦いを現実の場で BiggerThomasにさらに強烈に演じさせた。こうして

Native品"で抗議が最高潮に達した訳だ。

黒人文学の女性の面を振り返ってみると，そこには黒人男性に対して分析され得る二つのス

テレオタイプと同じものを見いだす事が出来る。即ち，黒人男性の場合は Unc1eTomという

言葉で持って，白人に対して，追従的な，いわば白人にとって好ましい存在が表現されていた

のに対して，黒人女性の場合は AuntJemimaとし、う言葉で、表現された1)0 Aunt Jemimaと

はシロップ。の商標に使われたものらしいが，白人の台所を預かる料理女のイメージを持ってい

て，白人に対して従順で，口応えーっしない，白人にとって極めて好ましい黒人女を表現する

言葉であった。黒人側からいえば，白人の言うどんなことに対しでも「はい，はし、」と答える

女性のことで，蔑称的な意味合いを持っていたのである。

Aunt Jemimaが否定的に扱われる意味は， Unc1e Tomが否定的に扱われるのと同じ意味を

持っている。 Unc1eTom像を否定する黒人像として登場したのが BiggerThomas像2)であ

るように， Aunt Jemimaを否定するタイプが Sapphireといわれる黒人女性の姿である。他に

もtheRock of Gibra1tar (Russell 1982: 25)と呼ばれる場合もあるが，これらの黒人女性像は

言わば「強い黒人女」を代表する言葉として使われた3L

Gibraltarは難攻不落の Gibraltar海峡のことであり， Sapphireというのは1930--1935年の

ラジオの人気番組の‘Amosand Andy'の中に登場する黒人女の事で，有能で，強い意志を

持ち，黒人男を軽蔑的に扱ったり，威圧したりする強い黒人女で，白人に対してもかなり手厳

しい態度を示したようである。

Sapphireのようないわゆる「強い女」がうまれてくるには社会的状況から見て必然、性があ

ったといえる。即ち，黒人社会の中で，黒人男性は一人前の男として存在することを押さえ付

けられているところが有ったために 4)，男に変わる役割を果たす存在として「強い女性」が必

要だったのである。こういった女性は母親の場合父親に代わって家庭の一切を取り仕切り精神

的にも肉体的にも一家の大黒柱としての役割を果たしたのである。

黒人男性の場合は Unc1eTomという一つのステレオタイプがありそれを否定する形で Big-

ger Thomasがし、た。黒人女性の場合は AuntJemimaがし、て，それとは対照的なステレオタ

イプとして Sapphireがし、た。ところが，ボールドウインは BiggerThoma~ も Unc1e Tom 

も同じように否定する。まずボールドウインの否定の弁を見てみよう口

All of Bigger's life is controlled， defined by his hatred and his fear. And later， his 

fear drives him to murder and his hatred to rape; he dies， having come， through this 

violence， we are told， for the first time， to a kind of life， having for the first time 

可~ .崎~，._-....之、山
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redeemed his manhood. Below the surface of this novel there lies， as it seems to me， 

a continuation， a complement of that monstrous legend it was written to destroy. Big-

ger is Unc1e Tom' s descendant， flesh of his flesh，.... (Ba1dwin 1955: 17) 

ボールドウインの主張は Unc1eTomもBiggerThomasも，白人の作り出した黒人像を演

じているという点で裏返しの一つの存在に過ぎない，従順であろうと反抗的であろうと白人の

基準に従って行動している黒人であることには変わりはなし、とする考え方なのであるO

このボールドウインの考え方を黒人女性にもそのまま当てはめて考えることが出来る。

Aunt JemimaもSapphireも歴史的にも現実的にも，白人を補うための存在に過ぎなかった。

南部の白人女性は，歴史的に，特に，肉体的にも精神的にも繊細で，ひ弱で，労働に不向きで，

それでいて美しくて，臆病で，性欲などには無縁な存在であることが期待された訳で、あるが，

こう L、う白人女性を補う役を黒人女性が担っていたのだ。本来白人の妻や母である女性がすべ

きところを黒人の女性がーーなかでも歴史的には houseniggerとか houseslaveと呼ばれた

黒人女性が一一肩代わりした訳で，そうするために黒人女性の期待される姿は，頑丈で，忍耐

強く，力強く，太っていて，性的にも情熱的であることだった。 AuntJemimaもSapphire

も白人の基準に従った，白人の期待する，白人の考える黒人女性の姿であることが分かる。

Aunt JemimaもSapphireも共に母親のイメージであり， rマミー」像と呼ぶことが出来る。
これに対して黒人女性のイメージとして強制されていたものがもう一つあるO それは「娼婦j

像である。マミー像として AuntJemimaや Sapphireが白人女性を補うための強制的な姿で、

あったのと同じ意味で娼婦像も白人女性を補うための強制的な姿であったといえるO 南部の期

待される白人の淑女のタイフ。の特徴は，上記したように，肉体的精神的弱さであり，この弱さ

がマミーでる黒人女性によりカバーされ，その弱さ故に夫の中に生まれるフラストレーション

の排け口を甘受する役を黒人女性が強いられたといえるO その排け口であるにしても，白人男

性の相手となり，白人女性の肩代わりになる黒人女性が正当な人間であっては，白人にとって

は不都合であったので，いわゆる娼婦というイメージを作り出し，白人は自らの中に生まれる

罪悪感を弱め，外面を整えようとしたといえる。

性的視点とL、う意味では黒人男性も黒人女性も同じイメージを課せられていたといえる。黒

人男性の場合は黒人女性のように娼婦といったステレオタイプを課せられていた訳で、はない

が，考え方のパターンとして似たものがあった。それは黒人男性の性的能力についてよく言わ

れたことであるが，黒人男性は白人男性より性的に強いと考えられていた。(何の根拠もあっ

た訳で、はないが，そういうふうに白人は考えていた訳で、ある。)その黒人男性の性的強さに対

して，白人男性の言い分は，黒人男性は正当な人間ではなく，動物みたいなものなので強くて
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当たり前だというものである。黒人男性を動物視することによって，白人男性は自らの中にあ

る，性的な劣等意識を払しょくしようとした訳で、あり，黒人女性を娼婦視することによって，

白人男性は黒人女性を性的にもてあそぶことに対して言い訳がたち，白人女性にとっては自分

の夫が黒人女性に性的満足を覚えるということに対して体面を汚されることがないのである。

m.ステレオタイフ.に陥ってる人達

今まで黒人女性や黒人男性の一般的な一つの固定したイメージ，即ち，ステレオタイプにつ

いてみてきた。このステレオタイフ。に陥ってる TheThird L約 01Grange Copelandの登場人

物を次にみていきたし、と思っている。その本題に入る前にまず Iステレオタイフ。に陥ってるJ

という時の意味について考えて見る。

「ステレオタイプに陥っている」とL、う時には，不可分のものではあるが，二つの意味があ

る。その一つはステレオタイプをもってして相手を見ている時である。例えば，これは黒人女

性とはこんな姿であって欲しいとか，あるべきだというイメージをもっていて，それを相手に

対して期待し，更にはそのイメージを強制する時，しかもそのイメージが AuntJemimaや

Sapphireや娼婦のように一応の社会通念として，当然の姿として考えられている時，その人

の中にはステレオタイプがあり，ステレオタイプに陥っているということが出来る。相手を見

るその見方の点で，ステレオタイプを受容していたという意味で，ステレオタイフ。に陥ってい

ると言える。これを積極的ステレオタイプと呼ぶことにする。これに対しでもう一つの意味は，

自分自身がそのタイプになっているということである。例えば，先程の章で説明した Aunt

Jemimaや Sapphireや娼婦に自分がなっていて，従順であったり，忍耐強くあったり，男の

性的欲求に単に応えるだけになったりして，そのステレオタイプの女性の特徴を実践している

と言う時である。このタイプ。を受け身的ステレオタイプと呼ぶことにする。第一の意味の時も

第二のその時も心の中にステレオタイプがあるという点で不可分のものであるが，第二は自分

に対してそれを実演することを強いているのに対し，第一は相手に対してもステレオタイプを

強いているという点で区別して考えることも出来る。

積極的ステレオタイプは今までかなり明確な形で指摘され批判もされてきた。白人が黒人に

対して行ってきた人種差別も，白人が積極的なステレオタイプ。の実践者だったことを示してい

る。黒人とはたとえどんなに僅かな黒人の血が混じっている場合でも，黒人としての熔印を押

すことにしていたし黒人であれば，たとえどんなに有能であろうと劣等な存在として扱うこ

とにしていた。こういった意識構造が実は黒人の中にもあると AliceWa1kerは考えているよ

うt:..o

、
町 d局 、ミ，.、 .ù~ h.品記
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黒人の男性が積極的ステレオタイフ。の実践者として描かれている。彼らの主な相手は黒人の

女性であったり子供であったりする。彼らの中には黒人の女性や子供とはこうあるべきだとい

うイメージがあり，それに沿って彼女達を規定しようとしているところがある。 TheThird 

L約 01Grange Copelandに登場する主要な黒人男性である Grangeにしても Brownfieldにし

ても，彼らの回りの女性や子供に有無を言わせずに従わせようとするところがある。 Grange

がまだ GeorgiaのGreenCountyというところにいる時の相手は妻の MargaretであるO 彼に

とって彼女は犬同然であった。彼は女とは耐えるもので，子供を生み育てるもので，男に所有

されるべきものという先入観念があり，そうなることを Margaretに要求した。自分が所有し

ているものとL、う意識があるからこそ，彼は彼女に借金のかたに体を売らせようと考えること

もあった。

Grangeの相手は子供の Brownfieldであることもあった。彼は Margaretに対して持って

いたのと同じ気持ちを子供に対しても持っていて，子供の言うことに耳を傾けるということは

なかった。 Brownfieldが北部に行きたし、と L、う希望を言っても Grangeの肩をすくめる動作

一つで、その希望は断たれてしまうのであった。彼は子供にすら愛情をかけることはなかった。

Brownfieldも最初のころ Grangeとまったく同じ生活形態をとっている。彼は最初 Mem

と生活し始めた時新しい生活を創造出来るかに見えるが，彼が将来の為といって彼女と一緒に

始めた sharecropperの仕事に取り掛かるころから彼の生活はすっかり狂ってしまう。

Grangeが Margaretに対したのと同じように， Memに従順で，盲目的であり，自分の所有

物的であることを彼は要求する。彼の中には女とはこうあるべきだというイメージがあったか

らである。

Brownfieldが子供に対する態度も， GrangeがBrownfieldに対して取って来た態度と変わ

らない。子供は父親にたいして無抵抗であり口応えーっすることがなく，いつも父の存在にび

くついている。 Brownfieldは子供に愛情を示すことはなく，暴力的で抑圧者のイメージを持

っている。

この二人の黒人男が女や子供達に暴力的で，自分の描くイメージを強要している遠因につい

て考えてみると，彼らの中に男というものが感じられなし、からのように思えるO それは両者が

女や子供にたいして同じ反応を示していることと，両者を取り巻く同じ環境が呼応しているか

らである。両者共に sharecropperとしての身分を持ち，それを始めた時は，夢に胸を膨らま

せ，陽気で，将来的展望を持っていた。しかし年月が経つにつれて彼らを取り巻く環境は悪

化を極める。彼らには借金がかさみその身分から抜け出せない状態になって行く。そして子供

や妻に対して厳しくあたり愛情に欠ける冷たい家庭になって行き，暴力的になり，最後は，妻
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が死亡するとL、う筋書きである。 AliceWalkerは，おそらくこういったほぼ共通する筋書き

をGrangeとBrownfieldに重ね合わせる事で，彼らの運命の共通性を際立たせ，かれらの陥

っていた状態を示そうとしたように思える。即ち，彼らは sharecroppingsystemの中に共に

あってにっちもさっちもいかない状態になっていたのである。そのために彼らはフラストレー

ションの爆発という形で妻や子供達に暴力的になっていったといえる。

ではこのことによって何が暗示されているかである。彼らは，自分達の将来を託した仕事が

自分達を益々苦しめることになっているということに対してどのように思っているかである。

Brownfieldを見るとこのことが非常に明確に分かる。彼は Memよりほとんどすべての面で

劣っていたと言っても過言ではあるまL、。彼は読み書きが出来なかったし，職もちゃんとした

ものは持っていなかったし，決してハンサムという訳でもなかった。 Memは彼に出来ないこ

とが出来た。それでも彼女は彼と結婚した。結婚に至る Memの最終決意は不明だが，おそら

くBrownfieldの熱心な気持ちに Memは期待をかけることが出来ると思ったのであろう，二

人は結婚した。 Brownfieldにしてみると，自分が Memにかける愛情以外に Memより勝っ

ているものがないことは分かつてL、た。それで，彼は sharecropperとして働き，一応の成功

をおさめることに男としての自分のプライドをかけているところがあった。しかし，彼の最後

でたった一つの男という本質確保の望みであった小作農として成功するという夢も，結局破れ

てL、く。彼の中には男としての本質確保の道はそれでもって断たれてしまったので‘ある。しか

しそれでも彼は男としての自分を感じたし、と願ったので、ある。それで，男らしさを求めて彼

の進んでいった方向は，今度は夫と妻としみ関係であり，親と子供とL、う関係であるO それは

この関係は従来より社会通念として主従の関係にあり，どう Brownfieldら男が間違おうとも

主の位置を占めることができるからであり，同時にこの事は男とL、う本質を確保できるからで

ある。

失われかけた男らしさ確保の為に，主従の関係である所の，夫対妻や親対子という関係で必

ず主の位置に身を置ける男は，それだけでも男としての自分が確保出来る。仮にそのままの状

態で確保出来ないとしても，男としての自分を失うことに対する正当化の根拠をその関係の中

に見いだすことが出来る。即ち，平たく言うと，女がだめだったのでうまく行かなかった，子

供が邪魔をしたので，成功しなかったという口実でもって，男らしさを失うことになる言い訳

をすることが出来るということである。現に Brownfieldはsharecroppe.rとして成功しない

と分かった段階で Memに暴力的になるのに加えて，彼女の知的な部分を徹底的に否定し，少

しでも自分より劣った位置に彼女を引き降ろそうと必死になる。彼女が自分より勝っていては

困るからである。

込-

民、一‘‘一-ド‘一一一ー…一、4 泊、司
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His crushed pride， his battered ego， made him drag Mem away from schoolteaching. 

Her knowledge reflected badly on a husband who could scarecely read and write. It 

was his great ignorance that sent her into white homes as a domestic， his need to 

bring her down to his level! (Walker 1970: 55) 

最初のころ GrangeがMargaretに夜酒を飲んでダンスをすることを教えたり，借金を返すた

めとは言いながら， Margaretに地主の Shipleyと寝るようにほのめかしたりすることも，

Grangeを取り巻く環境が悪化すればする程，彼が彼女を堕落させようとしているということ

を示すのに使われているo 忍耐強く，口応えせず，よく働き，外見的にも美しい方の彼女を，

そのままりっぱにしておいては， Grangeにとっては困るのである。彼女がし、る為に，自分は

堕落し，成功しないのだという方向性を取っておかないと，彼の男らしさをほぼ失った心を慰

め，癒す手だてはないのであるo その為に彼は彼女のりっぱな面をことごとく否定し，彼女が

彼の失敗を導き出したという口実を残していないとならないのである。

今のこの黒人男性の男としての自分を保つための考え方は，先に黒人女性に娼婦像をはめ込

もうとする白人の考え方と極めて似通った意識構造で、あることが分かる。白人男性にとっても

白人女性にとっても夫の相手である黒人女性がりっぱな黒人女性であり，正当な性的相手であ

っては困る訳である。これと同じ考え方をして黒人男性は黒人女性に迫ったといえるo 自分の

妻である Margaretに対して Grangeの要求することは，自分の妻である Memに対して

Brownfieldが要求することは，娼婦像であり，彼女達の人間性の否定なのである O

Margaretや Memにれっきとした人間性があり，しかも，自分より優れていては，男として

の体面を守ることが出来なし、からであるD 彼女達には「娼婦」であってもらわないと困るので

ある。

今まで，心の中に一定の固定したイメージがあり，それを相手に強要するとL、う意味で，積

極的ステレオタイフ。の実践者という角度から見て来た。このことそのものの指摘には新しさは

ないが，このことを指摘する時の対象を黒人男性を中心に行ったというところに作者 Alice

Walkerの新しさがある。

次に受け身的ステレオタイフ。の実践者達について考えてみる。この人達のステレオタイフ。の実

践の相手は自分達であるo ここで言う「受け身的ステレオタイプの実践者」とL、う意味は，黒

人本人の中にステレオタイフ。を受け入れて実践しているところがあるということであるQ それ

は外からの眼に見える強制の力によるのではなく，本人が当然の事としてそのステレオタイプ

を受け入れ，自分はそうであるべしと潜在的に思って，あるいは，知らず知らずの内にそのタ

4 ←_"--__.~' ，cu'ぶ担
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イプを実践している，こう L、う意味での，こう L、う角度から解釈した，黒人の姿を見て行きた

L 、。

このタイプに入る登場人物達は主に女性であるo MargaretもMemもJosieも「黒人女」

というステレオタイプを受け身的に実践している。まず Margaretからみていこう o

Margaretは三人の女性の中でも最も忍耐強く，従順で， Grangeの言いなりになっていた

女性である。息子の教育についても自分なりの考えをもっていても夫に反対されると，思いを

すぐに変えているし北部行きについても彼女自身の希望は北部行きでも，夫の気持ちに合わ

せてその希望を変えている。 Grangeの暴力に対する恐怖が多少彼女の夫に合わせる傾向を与

えたとも言えないではないが，根本的に彼女の中には，妻とは夫に従うべきものだ，夫を支え

るべきものだという観念があったので、ある。彼女の中に女としての，妻としての，基準が深く

入り込んでいて，彼女のその忍従，全受容の女の姿の虜になっていることを物語る事件は，彼

女の自殺である。彼女は確かに自殺に至る途中では，一時昔の彼女ではなくなったかに見える。

Shipleyとの浮気にしても，週末の遊び歩きにしても，酒を飲み歩く姿にしても，日曜日の朝

帰りにしても，まるで彼女はすっかり人が変わってしまったように見える。しかし実は彼女は

全然変わっていなかったのである。

... even when Margaret found relief from her cares in the arms of her fellow bait-

pullers and church members， or with the man who drove the truck and tumed her hus-

band to stone， there was a deference in her eyes that spoke of her love for Grange. 

She had sincerely regretted the baby. And now， humbly respecting her husband's 

feelings， she ignored. (Walker 1970: 20) 

彼女の中には依然、夫に対する忠誠的愛情心があり，それが為に彼女の中には自分の行動に対

する罪悪感のようなものがあることが分かる。 (Russell1982: 27) 彼女の中にあった妻とは

夫に従い，夫を喜ばし，夫の言いなりになり，夫の支えになるべしとし、う基準の為に，この罪

悪感が生まれて来て，この罪悪感に圧し潰されて彼女は自殺してしまったので、ある。

次に MemについてみてL、く。彼女には Margaretの忍従，全受容の女のタイプに加え Sap-

phireに代表される強い，家庭の中心になって動き回る女性の姿も演じている。最初の Aunt

Jemimaの特徴は彼女が今までの彼女を総て捨てて Brownfieldに身を任せていくことに最も

良く表現されているO 優秀な才能を捨てて， Brownfieldの為にすべてをささげていたにもか

かわらず，彼女の，家を建てるという，最も大切な希望すらかなえられないことはもとより，

よ、 a曜、事¥、弘、ι
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生活は苦しくなる一方であった。それでも彼女は明るく振る舞っていた。即ち，彼女は自分を

殺して，いわゆる， r妻」であることに徹し，夫のために生きていたのである。

いわゆる Sapphireの役を彼女が演じ始める事が最も象徴的に描いてある所は，彼女が彼を

ピストルで、威すところである。まず，彼女が彼をピストルで、威す場面から見てみよう O

“Don't you move a inch，“Mem said lazily， controlling the cool hard gun barrel down 

between his thighs. (Walker 1970: 92) 

この部分から彼女が今までいかに夫という「男」というものに虐げられ，押さえつけられてい

たかが分かり，彼女の最大の関心事はその男という性から自らを解き放つことにあることが分

かる。こうして彼女は一見 Brownfieldから解放されるかに見えるが，彼女は女とはこうある

べしというステレオタイプから解放されていなL、。それは彼女は Brownfieldと別々に暮らす

ことが出来たのに，彼に，従わせる為の10ヶ条の条件の書き込まれた誓約書に署名させ，新し

く街のアパートに引っ越し自分でも仕事を始めていき，いわゆる一家の大黒柱としての役を

演じ始めるからである。また，彼女の今度の関心はいかにし、し、母になるかでもあるO ここのと

ころの彼女の願いを見てみよう O

“1 already told you... you ain't dragging me and these children through no more 

pigpens. We have put up with mud long enough. 1 want Daphne to be a young lady 

where there is other decent folks around， not out here in the sticks on some white 

man' s property like in slavery times. 1 want Omette to have a chance at a decent 

school. And little baby Ruth... 1 don' t even want her to know there' s such a thing 

as outdoor toilets. (Walker 1970: 84) 

母親の役が女に与えられた大切な役割の一つで、あることは， Grangeにしても Brownfieldに

しても，子供の世話を積極的にはみなくて，母である Margaretや Memにすべてを任せてい

る事でも分かるし，最もこのことが，象徴的に描かれているのは， Memが子供を生む時であ

る。冬の寒い時，窓、ガラスが壊れていて寒風の吹き込む中，暖房用のまきも底をついて，充分

な暖をとれないところで，カーテンで仕切った堅いベッドの上で産婆もなく一人でお産をし

その後の処理も充分になされない時，子供に対するすべての役割は女に課せられていたという

ことが，何よりも良く物語られている。この女であるが故に課せられていた役が，男である

Brownfieldによって強いられているということを考え合わせると Memは「女」というステ

供 与ー、今、“金』ム且件、け
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レオタイプから脱しておらず依然そのステレオタイプを当然、のこととして受け入れていたと言

うことが分かる。

次に Josieについてみていこう O 彼女は妻や母親という視点からの女のステレオタイプには

陥っていなかった。即ち，実際彼女はAuntJemimaでも Sapphireでもなかった。彼女には

Loreneという娘がし、たが，彼女を生んだのは Josieが売春婦をしている時の事であり，

Loreneの父はだれか不明であり，それが為に妻として Loreneの父親である彼女の夫に尽

くそうとするところは彼女にはなく， Josieとし、う妻対夫と L、う関係は描かれていなL、。また

母親の役も Margaretや Memのよう献身的面は Josieにはほとんどなかった。

すると彼女はいわゆる「女Jというステレオタイプに陥っていなかったかというと，そうで

もなL、。まず，彼女は男に依存しないと生きられないという点で， r女」のステレオタイプを
演じている口彼女のこの経歴は16才で父に勘当されることに始まるが，失われた父の信頼を回

復することに必死になる彼女の女の姿は，見知らぬ男の子を身ごもるということで自立したか

に見える。しかし彼女には依然父という男を中心に自分の世界を回転させようとする気持ちが

あるのである。得られぬ父親という男の世界を求めて，彼女の深入りしてL、く世界は売春婦の

世界であった。そしてさらに満たされぬ気持ちに焦がれて向かうところが Grangeとの関係で

あり Grangeが北部に行っている間とか，彼が彼女に興味を示さない時は， Brownfieldとの

関係であった。要するに彼女は Grangeでなければいけないとか， Brownfieldでないといけ

ないということはなかったのである。売春婦も Grangeや Brownfieldの女としての彼女もあ

くまで父親と言う，自分を規定してくれる男を求めていたといってL北、のだ。この方向性が彼

女の中にあった基準で、あり彼女自身であったのだ。 (Christian1980: 194) 

また彼女自身の仕事が何よりも彼女が黒人女のステレオタイフ。を実践している事が分かる

し，彼女が積極的に Grangeや Brownfieldに言い寄る時の役割も，彼女が娼婦の役を演じて

いる事を示している O 彼女の希望は夫を持つことであるので相手は Grangeであっても

Brownfieldであっても良かったのであるが，その夫を持ちたいという気持ち故に Grangeや

Brownfieldの性的いけにえになっているということに彼女は気付くことはないのである 5)。

彼女は現実生活では AuntJemimaでも Sapphireでもないが，献身的と L、う意味では Aunt

Jemima的であり，精神的，肉体的強さを持って荒波を乗り越えて来たという意味で Sap-

phire的であったといえないでもないが，彼女の陥っていた所は，何よりも，自分が Grange

や Brownfieldのフラストレーシヨンの排け口として利用されているということを認識せず，

進んで彼らの相手となり，ベッドを共にしているということである。 GrangeもBrownfield

も南部の白人の男のように奉る妻を持っていた訳で、はないが，妻との聞が行き詰まった時，彼

らは Josieのところにやって来ているということは彼女のところに性的慰めを求めてやって来
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ていると言うことが出来るのである。また Josie自身そのことを知っていながら，彼らの性欲

を満たす役をしているのである。こういうところから，彼女はいわゆる娼婦の役を自ら進んで

していたことが分かる。

IV.ステレオタイプより脱出の可能性

今までステレオタイフ。に陥っている 2種類の姿についてみて来た。その一つは相手をみる時

ステレオタイフ。に陥った眼で、限定的にみて，相手にそれを演じることを要求するもので，もう

一つは自分自身をみる時ステレオタイフ。に陥った眼で、限定的にみて，自分にそれを演じること

を要求するものであった。

こういった彼らの共通した運命は死で、あった。 Margaretは自らの命を絶ち， Memも自ら

の命を絶つかのように Brownfieldの銃口に向かつて行くことで射殺され， Brownfieldは

Ruthという娘の扶養権を裁判所で申し渡された時，父の Grangeによって射殺されるし，

GrangeはBrownfieldを射殺した後，森の中で自らの命を絶っている。 Josieは死という形

は取らないが，彼女の愛する BrownfieldとGrangeを同時に失い死人同様の状態にある。何

故彼らの運命はこれ程までに実りのないものになっているかである。

先程の章で彼らがステレオタイフ。に陥っている姿を説明したが，彼らが完全にステレオタイ

プに陥っていて，まったくそれから脱出できる可能性がなかったかというとそういう訳でもな

L 、。彼らには何度かその可能性はあった。まずそのことを見て行き，その後その可能性があっ

たにもかかわらず，彼らの運命が何故死だったのかを見て行く O

5人の主要登場人物の中でも最も脱出の可能性を秘めていたのは Grangeであった。彼がま

ず Shipleyのもとを去るのも自分が黒人男としてのステレオタイフ。に陥ってる元を造っている

sharecropping systemからの訣別の為であり，同時に Margaretや BrownfieldとL、う家族を

捨てるということは彼が間違った形で，自分の達成されない男を認識するために使った対象か

ら訣別して，自分を自分の内で見直して，確立していこうとする兆しであった。

しかし実際はこの後の彼の足跡は Josieの経営する theDew Drop Innというあいまい宿に

潜り込み Josieを慰みの対象にしている。 Josieは Margaretとは外見は異なる女性だが，同

じく男を中心に生活が回転していた女性で， Grange は Margaretの時と同じ生活のサイクル

の中にあったことになり，彼の脱出は果たされていない。そうして彼は北部へ行き，そこでの

脱出の可能性は，池で溺れかけている女性を救おうとする時である。その時到達する彼の認識

は，今まで彼の中にあった自己否定の根源は白人の世界にあるのに，今まで自分はそのために

尽くしてきた，というものなのである。池で溺れかけている白人女性に直面する時，彼女が彼

をniggerと呼び彼を否定扱いしているにもかかわらず，彼は彼女を救おうとする，即ち，彼

A 一以』斗山~占
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女の為になろうとしていたことが，今までの彼の生活形態を象徴し，救おうとした手をヲ!っ込

めて，結局彼女を溺死させることに手をかしたというところで，彼は自分を否定扱いしていた

ものを受け入れるのではなくて，否定したということを表している。この意味で彼は今までの

彼から解放されてL、く D

The death of the woman was simply murder， he thought， and soul condemning; but 

in a strange way， a blizarre way， it liberated him. He felt in some way repaid for his 

own unfortunate life. It was the taking of that white woman' s life-and the denying 

of the life of her child-the taking of her life， not the taking of her money， that forc-

ed him to want to try to live again. (Walker 1970: 153) 

このことで彼は自己否定をもたらした部分，即ち，いくら努力しでも生活は悪化するばかり

で，結局自分は駄目な存在だと自認せざるを得ない方向に彼を導いた sharecroppingsystem 

に象徴される，白人が黒人に対して当然のこととして押し付けていた差別とか抑圧，またその

意識の部分を否定することができた。彼の解放感はビガー-トマスがメアリーを殺した時の解

放感に似たものが有り，彼にとって自己認識の出発点であったといってもし、L、。外側からあて

がわれていたステレオタイフ。から，外側からの力を排除することで，彼は，脱出する事ができ

Tこといっていい。

しかし北部で白人の妊婦を見殺しにした後，次に彼がステレオタイプに陥っていた対象で、考

えなければならなかったことは，おそらく彼自身が白人と同じようにステレオタイプを相手に

強要していた部分で、ある。何よりも自己容認を推し進めて行くには彼の中にある本当に否定す

べき面を自ら否定し，取り除いていかないとならなきからである。その為には，彼は自分で自

分の責任をとることであるといっている。

“And with yo町 pa，"Grange continued，“the white folks could have forced him to live 

in shacks; they might have even forced him to beat his wife and children like they 

was dogs， so he could keep on feeling something less than shit. But where was the 

man in him that let Brownfield kill his wife? What cracker pulled the trigger? And if 

a cracker did cause him to kill his wife， Brownfield should have turned the gun on 

himself， for he wasn' t no man. He let the cracker hold the gun， because he was too 

weak to distinguish that cracker' s will from him! The same was ture of me. We 

both of us jumped our responsibility，. . .， (Walker 1970: 208) 

お“・、 .. lc;.'，L，_，..¥tニ宣!CO"
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これは彼の中にあった，男としての自分を感じるために，彼が女を利用していたところ一一即

ち，自分が男らしくなれないのは，女が駄目な為，と責任を女性に転嫁していくことーーを間

違いだったと認めているところである。この意味で彼は，このステレオタイフ。からの脱出も成

し遂げていると言える。 Ruthという Brownfieldの娘を引き取って教育していくのも，彼の

言う責任を取る行動の一つなのである。それでも彼は生き残ることができない。何故か。この

部分が他の人達にも共通したステレオタイプからの脱出のポイントになっていて，結局死に至

るところと思える。それは一言で言うと，彼らの持つ個人の痛みを普遍化できないというとこ

ろのように思える。このことについて次にみてL、く D

まず Margaretについてだが，先程彼女については少し述べたが，彼女は酒に溺れたり，朝

帰りをしたりして従来のいわゆる「女」というステレオタイプを自分で受容して演じるという

ことを止めたかに見えるが，実は彼女にはそう L、う認識はなかったように思える。それにその

ステレオタイプから自体彼女は脱出できていなかった。彼女は Grangeのいわゆる畏にはまっ

ていた。即ち，彼が言うなりに淫らな生活に向かっていたので、ある。彼女は彼に合わせていた

に過ぎなL、。 Shipleyの子供を身ごもり Starを生んだ後も 6)，彼女は依然 Grangeという男

に合わせた行き方を是認するところの彼女の内なる基準を認めることができる。こう L、う意味

から彼女は痛みを普遍化する前の段階でストップしていることが分かる。ステレオタイプに陥

っていることを彼女の個人としての痛みとしても彼女には認識出来ていなかった。完全にステ

レオタイプに圧し潰された形になっている彼女である。 Memは少し Margaretと異なってい

るように思えはする O 彼女は妻という，忍耐強く，従順な役割を拒否し，従来の Aunt

Jemima的ステレオタイプを脱していくが，もう一つのステレオタイプである Sapphireの役

を演じることになっていて，依然、ステレオタイプの中にあったことは既に説明した。 Aunt

Jemimaタイプのステレオタイプに陥っている時，彼女はそれを Margaretのように容認して

いた自分の愚かさに気付いている。即ち，ステレオタイフ。に陥っている痛みを個人の痛みとし

て認識することができた。しかし彼女がタイプとしては異なるが同じステレオタイフ。の中に次

に陥るということは，彼女の中にその痛みに対する見識眼が近視眼的であり，黒人の女に負わ

されているところのステレオタイプが造り出す痛み，として認識することが出来なかったから

である。 MemはMargaretより一歩前進したタイプの女性であるとは言え，依然黒人女性が

負わされていたステレオタイフ。の虜になっていて，その為に死んで行くという点では変わりは

ないといえる。

Brownfieldはどうであろうか。彼は幼いころから父と母の不仲を見て来ているし，その結

果がどうなるかも見て来ていたにもかかわらず，父と同じ運命をたどる。 sharecropperにな
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り，経済的に苦しくなり，妻を暴力的に扱い最後に殺す。 Grangeと異なる点は，彼は一度

Memに支配されるということである。彼は， Memに支配されるということで Memをいわ

ゆる「女」というステレオタイプで見なくなることを期待させるが，依然ステレオタイプでも

って彼女を見ていた。即ち，彼女を彼が虐げる対象一一フラストレーションの排け口として，

忍従することを要求する姿ーーとしては見なくなったが，彼を駄目にする対象として見るとい

う点では「女Jとして彼女を見ていた事になる。即ち，彼の女性に対する態度は基本的には何

も変わっていなかったのである。彼は Memを殺して刑務所で刑をつとめている時，認識の上

でステレオタイフ。から脱出する可能性を覗かせている。即ち，彼に覆いかぶさっている苦しみ

を認識しその苦しみの構造面からの解明ができそうな言い方をする O また Grangeも

Brownfieldにはそうするチャンスはあったと指摘している。また Ruthを何とか自分の手に

したいという気持ちの中には，自分の間違いを認め， Memに謝りたし、とL、う気持ちが含まれ

ていたからでもあ・る。

Brownfield ground his teeth under pressure of his error， though too much thought 

about it would make it impossible to sleep. It occured to him， as an irrelevancy， that 

Ruth might never believe “conditions" caused his indifference to her. He wished， 

momentari1y， that he could call out to someone， perhaps to Mem， and say he was 

sorry. (Wa1ker 1970: 227) 

それでも彼が最後に Grangeに殺されるのは，彼の中に苦しみとか痛みに対する本当の認識

がないからだと言える。彼の今の引用のように一方では自分の犯した罪に気付き始めているよ

うに見え，他方では Ruthを得るために判事を買収する行為を行っていることからしても，今

までの行き方のサイクルから外に出ょうとはしない事が分かる。

Grangeの死は最も Walkerの手厳しい裁定だったと言わなければならないが，彼女の考え

方の根底にあたることに抵触する為に，最も生き残りの可能性を持ちながらも，どうしても死

なないといけない運命になる。それは覆いかぶさる苦しみや痛みを彼個人としての苦しみや痛

みとして認識でき，それが黒人故に彼に覆いかぶさっていたと考えることが出来ても，彼には

それを普遍化することが出来ないからである。北部での認識は彼の開眼をもたらしたが，その

時彼の運命は決まっていたように思える口

Two things and two only he wanted when he came back to Baker County. In-

dependence from the whites， complete and unrestricted， and obscurity from those 
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parts of the world he chose. (Walker 1970: 140-141) 

こうして彼が BakerCountyに帰って来てとった行為は Ruthを引き取り Josieの援助を受

けて，農園を買い取り，回りにフェンスを張り巡らして， Ruthと二人だけの，世間から遊離

した“hermit"(Wa1ker 1970: 193)を思わせる生活をおくることであった。しかし，彼の行

ったこの行為は彼と Ruthにのみに通用する生活で自己満足的域を出ていないということがで

き，この意味で彼は生き残りの権利を失うのである。

v.生き残りの条件

The Third Life 01 Grange Co.μlandの中で生き残る可能性を持っているのは Ruthただ一

人である。今度は Ruthを中心に，生き残るには何が必要なのかについて見て行きたい。

生き残りの条件の一つはステレオタイプからの脱出にあるように思える。 Ruthはこの意味

からいって従来のステレオタイプにはまっていない女性として描かれているD まず彼女は従順

でない。 4才にして父親の Brownfieldに口応えし，父を罵倒している。彼女の姉の Daphne

や Ornetteと際立った違いを見せている。また，彼女はむしろ反抗的面を持ち合わせている

といっていい。父に対してはもとより，学校の先生の Mrs.Graysonが鞭を振るおうとするこ

とにも敢然と立ち向かつて行き，文句を言い罵倒している。それは，彼女の中に自己否定でな

く，自尊心があるからである。今までの黒人，特に黒人女性が回りからの圧力に屈して自己否

定的であったことと比べると彼女の自己容認の姿勢は一層際立つ。また彼女は盲目的でもない。

Margaretは夫の Grangeを信じるという点で盲目的だったし Memは，自分の発展という

点で，子供に教育を施し，都会に立派な家を持つことだと信じ切っていたという点で盲目的だ

ったし， Josieは自分を生かすには男しかし、ないと考えて，結婚する事だけを願っていたとい

う点で，盲目的であった。 Ruthにはこの盲目性はなく， Grangeの教示しようとする歴史の

定義についても疑問を示している。それは彼女が物事にたいして敏感であることも示しているO

彼女は Grangeの定義する白人の非人間的な面に関しても，固定した見方をすることを否定す

る意見を述べている。ある一定の固定したことをそのまま受け入れるのでなく，敏感に，問題

意識を持って取り組もうとするところが彼女にあったということが分かる。また彼女には，将

来的なパースベクテイヴがあった。しかもそれが彼女の個人的な面からだけでなく，社会の中

での彼女の立場，置かれている位置などに対して彼女の興味が向いていたことが述べられてい

るO それに他の女性となによりも異なっている点は彼女が RuthとL、う個人に止どまらず自分

は「女Jであるということを強烈に認識していたことである。このことを引用してみよう O
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What scared her was that she felt her woman's body made her defenseless. She felt 

it could now be had and made to conceive something she didn' t want， against her 

wi1l， and her mind could do nothing to stop it. She was deathly afraid of being， as 

she put礼“had，"as young girls were every day， and trapped in a condition that could 

only worsen. (Walker 1970: 193) 

今の引用から彼女は「女」であるがために無防備で所有され悪い状況に置かれることになるか

もしれないとしみ危機感を持っているところが分かる。こうし、う普遍化したとこでの自己認識

がRuthにはあった。

ステレオタイフ。からの脱出ということは従来の固定した観念に捕らわれないと言うことから

して，広い意味でいえば既成の価値基準に捕らわれないという言い方をすることができる。ス

テレオタイプからの脱出を登場人物に試みさせるA1iceWalkerの意図はこの既成の価値基準

に捕らわれない人物になるというところにあるように思えるo 例えばRuthを除いて最も生き

残りの可能性のあった Grangeがどうしても，もう一歩踏み出せなかったのは，考え方の普遍

化への踏み出しが出来ないためで、あったが，彼のこの原因は，彼の中に色による区別をする人

種差別主義の面が少し残っているところがあり，これが為に，可能性を求めた団結とか連帯と

L 、う方向に向かえなかったので、ある。 GrangeがRuthに白人と遊ぶことを禁じる時，彼の限

界を見てとることができるのであるO この白とか黒とかという色の枠自体が人間を判断する時

の旧来の価値基準であり，これを越えることの必要性が Grangeの死の意味であったと思える。

GrangeとRuthの近親相姦を思わせる愛の形もこの既成の価値基準を越える可能性を示す

例のように思える。二人の聞が明確な形での男と女の愛だと示されていないが Ruthが怪我を

した時 Grangeが彼女の指の傷に自分の指にも傷をつけて血を出し，傷と傷を合わせて，イン

ディアンの行うといわれる bloodbrotherの儀式をすることとか， Ruthが， Grangeに愛情を

示す Josieにjealousyを感じることなど，二人の関係が近親相姦の関係だと匂わせるところ

がし、くつもある。近親相姦は当然のこととして禁断の関係で，いわゆる既成の価値基準では否

定的にとらえられるものである。この題材の良し悪しは別として，この近親相姦の関係を使う

ことで，従来からあるものに対する見直し，聞い直しの大切さを示そうとしていることが分か

る。しかも従来否定的に扱われているものの聞い直しが最も大切なことのーっと考えられてい

るようである。

従来の既成の価値基準にとらわれているということは，自由でないということである。黒人

は本来肉体的に自由でなかったが，精神的にも自由かどうかということを考え直してみる必要

があるといえる。即ち，既成の価値基準に捕らわれることのない心の自由を獲得することが重

、-
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要なことと思える。

第二の条件としては，人間同志の幹の大切さを上げることが出来る。 Grangeの死を考えて

も，彼が最も生き残りの可能性を持っていながら，死ぬ運命にあったのは，この他との連帯の

可能性を持っていなかったからであった。 AliceWalkerの考えていた方向性は，おそらく第

一の条件であるステレオタイプを脱した心の自由な状態にたった人聞が紳で、結ぼれたところで

あるように思える7Lだから単にステレオタイプから脱出するだけでは生き残ることはできな

L 、。 Grangeの死がそれを明確に物語っている。ステレオタイフ。からの脱出をいかに生かすか

というところが生存のポイントとなるのである。

もう一度 Grangeを含めて他の登場人物を見直してみると，共通する点は皆孤立した状態に

あったということである。 GrangeはBakerCountyに戻って来ると自ら進んで孤立状態を造

り出そうとして，家の回りに柵を巡らせて Ruth以外他のだれもその敷地に入れまいとしてい

るかのようであった。作品の初めに登場する Starや Brownfieldの子供のころのことを考え

てみるのもいい。また Brownfieldの子供の Ornetteや Daphne，また Josieがまだ青春時代

のことを考えてみてもL巾、。彼らは一様に愛情に飢えている。父親は子供達のことを顧みず，

自分かつてな行為に徹し，母親は父親のことばかり考え子供の心の動きに気を配る気持ちなど

はほとんどないようである。 Memも子供のころいわゆる不貞の子として生を受けていること

から，父親の愛情を全然受けることはできなかったし，早くして母親と死に別れ，愛情に飢え

ていたといっていL、。

子供だけでなく，成長して大人になっても彼らの孤立状態は続いている。 Grangeにも

Brownfieldにも Margaretにも Josieにも Memにも皆心を聞いて相談出来る相手がし、ない

し，苦しみを，仮に一時的にでも，癒す為に逃げ込んで行ける所も人もいないのである。こう

いった彼らに比べて Ruthの場合は状況が異なっているO 彼女には愛情をかけてくれる

Grangeがし、たし，父親の Brownfieldも，他の娘の Daphneや Ornetteに対して示さなかっ

た愛情を Ruthには示しいる。この意味で彼女は孤独ではなかった。それに加えて，彼女自身

にも緋を求めるところがあった。このことは彼女が社会的な動き，特に公民権運動や学校など

での人種統合に興味を示していくことに表されている。 BakerCountyで初めて運動を見た時

の印象を彼女は次の用にいっている。

She felt her heart give a kind of bump against her ribs， such as she' d never fe1t 

before. (Walker 1970: 236) 

その後も彼女は QuincyとL、う運動家から leafletを受け取り心の高なりを覚えているし，さ

九五キ--'-L:o..i::J凶~~
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らにはQuincyや彼の妻の Helenが他の白人の運動家と共に Ruthを訪問することも Ruthの

外への広がりの可能性を充分に示している。この広がりが人間と人間の紳の大切さを物語って

いるものと思える。特に中でも，この幹が単なる黒人の連帯でなく人間同志の連帯を時示しよ

うとしているという点で第一の生き残りの条件と重なってくるところである。即ち， Quincy 

とHelenに伴って来る二人の BillとCarolの白人運動家は，従来の色による価値判断に対す

る挑戦の証なのである。旧来の間違った価値基準，即ち，ステレオタイフ。を乗り越えたところ

で人間としての幹をしっかり結んでいくことの重要性を暗示しているといってL、い。 Ruthの

興味からして彼女はこの可能性をもっているのである。

VI.おわりに

こうしてみると TheThird L約 01Grange Co.ρ，elandの中でAliceWalkerが大切に考えよ

うとしていたことは人間の心の問題だと言うことが分かる。例えばステレオタイプからの脱出

の問題に関しても，その中の一つの，女性を蔑視する傾向を戒める点，白人黒人の中に見られ

た colorismに対しても，外圧により自分の中に自分を否定する傾向が出て来る点も，総て心

の問題を Walkerが扱おうとした証で、ある。その中でも，人間の心の中にある，潜在的に支配

しているもの，私達が日常的に知らず知らすきのうちに依存している意識構造に関心を示してい

たといっていい。そのため，彼女は人種差別の問題と男女差別の問題を同じ差別のレベルでと

らえ人間の意識を支配しているものとL、う共通項として認識しているものと思える。

こういった差別意識構造に支配されている時の人間の状況も彼女の興味の対象であった。差

別意識という，言わば，借り物の意識構造故に，あくまで自己が成立していないと考えていた

訳である。自己が成立していないという意味では，依然奴隷と同じように何かに支配されてい

るということであり，ここに奴隷の支配という考え方から派生するところの「考え方の支配」

とし、う面に眼を向けられる。奴隷が肉体的に支配されて自由でなかったように，自己の成立し

ていない人は，いわば，精神的に支配されている訳で，同じ自由でないということができる。

Grange達ステレオタイフ。に陥っていた人達は皆この不自由を持っていた訳で、ある。こういう

ふうにかんがえると， Walkerが人種を越えて人間の心の問題を扱っていた事が分かる。

恐らく，ここまでは TheThird Lile 01 Grange Copelandの中で問題のないところであろう

と思われるが，それではそういう考えを実現する時どうなるかという面になると説得力に欠け

るということができる。あるインタビューで Walker自身がし、っているように，彼女の考え方

は， The Third Life 01 Grange Copelandに始まり Meridianを経て TheColor PUゆleに受け

継がれ，深められて行くということなので8)，やむおえないことなのかもしれないが，考え方

の実現に伴うべき精神的基盤が不明確だということができる。 Grangeが南部帰還や Ruthの

叫."、、、、晶...酌.刷，一み-幼ι一戸.‘.. 総臥除、 ← 



-188- (前川裕治)

南部への愛着で，南部をその対象にしようとしていることは分かるし，彼女自身も Inおarch

of Our Mothers' Gardens の中でも 9)そう述べている。しかし， The Third Life of Grange 

Copelandの中で，何故南部なのかとL、う事が，例えばJames Baldwinの GoTell It on the 
Mountainなどに見られるようなスムーズな形では作品を通して納得することが出来にくいの

である。(但し，北部では駄目だとは示しである。)もう一つは考え方の実現の結論部分の役を

Ruthが負っているところに問題があるように思える。彼女には，それに至るところの精神的

苦しみは， どの他の女性に比べても，実はないのに，実現の可能性が一番高いということは不

可思議なところである。何故彼女が姉たちより敏感なのか何故南部を愛せるのかなどに説得を

もたらす場面は決して多くはない。

こうし、った不足の面はあったにしても， Wa1ker は TheThird Life of Grange Co.ρelandで

一応の到達点として，ステレオタイプとL、う既成の価値基準を脱することの大切さを知り，黒

人のスタートとして，人間同志の幹の大切さを認識する所まで、来たといっていい。

Notes 

*当論文は1987年5月30日，中・四国アメリカ文学会月例会(於広島大)での口頭発表の原稿を加筆・修

正したものである。

1) Baldwin(1955: 20-21)にも AuntJernirnaの記述がある。

2) Wright(1940: 9-39)では，“How‘Bigger'was Born"という introductionがあり，その中で5つの

Biggerの類型が提示されている。 Biggerがこの5つのいわゆる「悪L、j黒人の総体であることが示

されている。

3)黒人女性のタイプについてさらに詳しい説明は次のものが参考になる。 Christian(1980)と風目本

(986)。

4) Baldwinは黒人男が男として生きることが非常に困難な状況がアメリカにあるという認識を持ってい

る。この面の分析に関しては前JlI(1986)を参照されたし、。
5) Wade-Gayles(1980: 131)は次のように言っている。 Sheis a prisoner， then， continually executed 

by the rna1e cornrnunity's assessrnent of her as a sex object. 

6)本文中では明確に Shipleyの子供だと記しであるところはないが，おそらく Margaretの交際範囲か

らして， StarはShipleyの子供と思える。 Byerrnan(1985: 131)もShipleyの子供として指摘して

いるし， Wade-Gayles (1984: 132) も同じ指摘をしている。

7) Walker (1983: 194-195) では特に北部での黒人の幹が失われてきていることが指摘しである。

8)インタヴューの出所は不明だが，加藤 0986:71)によると本文に説明した主旨のことを Walkerは

インタヴューで言っているということだ。

9) Walker (1983)の中でも特に“Choosingto Stay at Horne: Ten Years after the March on 

Washington" (158-170)でWalkerが足場を南部の文化や経験に求めようとしていることの基本姿勢

を窺い知ることができる
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